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第50期 中間事業のご報告
2024年２月21日～ 2024年８月20日

創業時からの思いを大切にしながら
自転車の魅力を広げる

「自転車の新しい価値創造企業」へ

CORPORATE PROFILE

商　号：株式会社あさひ  （英文）ASAHI CO.,LTD.
創　業：1949年4月　　設　立：1975年5月
本社所在地：大阪市都島区高倉町三丁目11番4号
連絡先：06－6923－2611(代)
資本金：20億6,135万円

※株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行の
　電話（通話料無料）及びインターネットで24時間承っています。
　0120-244-479（本店証券代行部）
　0120-684-479（大阪証券代行部）
　ＨＰアドレス　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

電子公告による。当社ホームページに記載。
https://www.cb-asahi.co.jp/
やむを得ない事情により電子公告に
よることができない場合は、
日本経済新聞に掲載します。

定時株主総会

定時株主総会の基準日

期末配当金の基準日

中間配当金の基準日

単元株式数

毎事業年度末日の翌日から3か月以内

毎年2月20日

毎年2月20日

毎年8月20日

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話 0120-094-777（通話料無料）

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

公告方法

■ 会社概要（2024年8月20日時点）

■ 株主メモ（2024年8月20日時点）



平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

当事業年度において、自転車業界では、電動アシスト自転車

などの高機能商材への移行にともなう買い替えサイクルの

長期化や、物価高の影響による消費マインドの低下により、新車

の買い替え需要は低調な動きがみられました。

当社においては、このような業界の動向を見極めながら、

OMO（注）戦略を強化し、「ネットで注文、お店で受取り」サービス

を中心に、人気商材の確保や競争力のある販売価格の設定、

効果的な販促キャンペーンなどの実施に努めたことなどから、

電動アシスト自転車の販売が大きく伸び、前年同期比で増収

増益を達成しました。引き続き、年度計画達成に向けて尽力して

まいります。

1949年、あさひは「子供たちを笑顔にしたい」との思いから

木製の子供乗り物や玩具の製造卸として出発し、このたび、

おかげさまで創業75周年を迎えました。創業当時から大切に

してきた「すべてはお客さまのために」という思いのもと、当社

は常にお客様への貢献を第一に考え、信頼されるお店づくりを

目指してきました。時代の変遷に伴い商品やサービスは変わり

ながらも、創業の思いを継承し、「自転車の新しい価値創造

企業」としてお客様のより良い自転車ライフを実現するための

取組みを推進してまいります。

今後も当社は、自転車の魅力を広げるリーディングカンパニー

として、皆様のご期待にこたえられるよう努力を続けてまいり

ます。

株主の皆様におかれましては、より一層のご支援、ご鞭撻を

賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

ご 挨 拶

代表取締役社長代表取締役社長
注：Online Merges with Offlineの略。ECと店舗が融合して、情報
入手から購入、利用までをお客様の体験価値としてご提供する
仕組み。
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MESSAGE FROM OUR PRESIDENT
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OMO強化の一環である「ネットで注文、お店で受取り」
サービスの基盤強化を中心に、人気商材の確保や競争力の
ある販売価格の設定、効果的な販促キャンペーンなどを実施
し、電動アシスト自転車の販売を大きく伸ばすことができ
ました。また、新商品では、機能性とデザイン性が高く、値ごろ
感のある価格で人気のあさひブランド電動アシスト自転車
「ENERSYS（エナシス）」シリーズから2車種を発売し、ライン
ナップの充実を図りました。なお、修理メンテナンスについて
は、前年度に修理工賃の価格改定を行ないましたが、依頼件数
は依然増加傾向にあり、需要増加に対応するためのサービス
提供体制を整備しました。
これらの取組みの結果、上半期時点で売上高は6.1％増、
営業利益は12.9％増となり、増収増益となりました。
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■ 売上高・経常利益・中間純利益の推移 （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：円）

中間純利益経常利益売上高

総資産額純資産額

1株当たりの四半期純利益1株当たりの純資産額

■ 1株当たりの純資産額・1株当たりの四半期純利益の推移
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■ 純資産額・総資産額の推移
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2024年2月期
中間期

37,418

52,284

225店舗
関東・甲信越
エリア

49店舗
（2店舗）

九州・沖縄
エリア

※（　）内FC店
※店舗の詳細につきましては、当社の
　ホームページをご参照ください。

店舗537全国
店舗数

前年同期比

店舗増
13

（内FC17店舗）

42店舗

中国・四国
エリア

71店舗
（4店舗）

中　部
エリア

20店舗

北海道・東北
エリア

130店舗
（11店舗）

近　畿
エリア

■ 地域別店舗数

（2024年8月20日時点）

売上高は
過去最高を
更新

2025年2月期
中間期

46,420

4,843

3,265

2024年2月期
中間期

43,763

4,363

2,920

2023年2月期
中間期

34,618

50,756
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創業75周年感謝還元
キャンペーン実施

1949年、「子供たちを笑顔にしたい」との思いから木製の
子供乗り物や玩具の製造卸として出発したあさひは、このたび
おかげさまで創業75周年を迎えました。
75周年を記念して、感謝還元キャンペーンを 実施しました。

高い機能性と洗練されたデザインに加え、値ごろ感のある
価格で人気のあさひブランド電動アシスト自転車「ENERSYS
（エナシス）」シリーズから最新モデルとして、通勤や日々の
買い物に最適な「ENERSYSU（エナシスユー）」と、安全・安心
の装備と力強いアシスト力に加えおしゃれなデザインが
特徴の通学向け「ENERSYS MELTY（エナシスメルティ）」を
新たに発表し、ラインナップの充実を図りました。

人気の「ENERSYS」シリーズ
から新商品登場

WEBサイトhttps://www.cb-asahi.co.jp/lp/products/ownbrand/enersys/

ブランドページはこちらから

当社は、「すべてはお客さまのために」という創業当時から
大切にしてきた思いとともに、時代に合わせて変化しながら、
多くの方に支えられて成長を続けてきました。玩具店から自転
車専門店へ、そして、商店街の1店舗から全国チェーン店へと、
業態が大きく変わってもお客様に夢や笑顔を届けたいという
思いは常に変わらず持ち続けてきました。
今後も当社は、魅力的な商品開発や新サービスの展開を
通じて、地域に根差したお客様貢献を続けてまいります。
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西日本物流センターの
移転

リユース販売サービス
シティサイクル（ 一般 

自転車）取扱い開始
2024年10月、主要物流拠点の1つである「西日本物流セン

ター」の機能を三重県伊賀市から京都府京田辺市に移し、本格
稼働させました。

当社は現在、中期経営計画「VISION2025」の成長基盤の
一つとして「物流基盤の強化と最適化」を掲げ、その一環と
して「物流拠点の再配置」を進めています。物流センター移転
により店舗までの配送距離を短縮し、効率化を図るとともに、
庫内運用においてはDXを活用し、ドライバーの待機時間の
削減や管理の改善にも取組みます。
施設内には屋上に太陽光発電システムが設置されており、
夜間や天候の影響により電力が不足する場合には非化石証書
（トラッキング）付き電力の供給を受け、100％再生可能エネ
ルギー由来の電力のみで稼働することができます。さらに、
駐車場には電気自動車（EV）充電スタンド2基が設置しており、
環境に配慮した施設となっています。
こうした取組みにより、「物流基盤の強化と最適化」に加え、
CO2排出量の削減や物流2024年問題にも対処し、持続可能
な経営基盤の確立・強化を進めてまいります。

当社は、新車販売だけではなく不要になった自転車の買取
ならびにリユース自転車の販売も行なっています。リユース
商品の需要は、サスティナビリティへの認知が進むにつれて、
昨今高まりを見せています。

リユース事業では、商材を十分に確保するための買取対象
店舗数の増加や買取後の商品化作業の効率化、広告や店頭
での認知拡大に向けた告知強化を実施するとともに、6月から
シティサイクル（一般自転車）の取扱いを開始しました。全車種
の取扱いを網羅し、買取から売却までの一貫体制を強化する
ことで、お客様の自転車ライフに更に貢献できるよう進めて
まいります。

オリックス不動産株式会社開発の「京田辺ロジスティクスセンター」を利用

買取店舗数は2024年10月1日時点で452店舗に拡大中

お手持ちの自転車の情報を選択するだけで買取参考価格の
確認ができる【簡単お試し査定】がご利用いただけます。

WEBサイトhttps://www.cb-asahi.co.jp/lp/service/reuse/
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※1. 「個人その他」には、自己保有株数が5単元(500株)含まれております。
※2. 「その他の法人」には、証券保管振替機構名義の失念株式が14単元
　　 (1,400株)含まれております。
※3. 単元未満株式数18,700株は含まれておりません。

■発行可能株式総数：96,243,200株 ■発行済株式総数：26,240,800株

個人その他（15,053名）

外国法人等（141名）

金融機関（11名）

金融商品取引業者（17名）

その他の法人（84名）

※1単元：100株

株式分布の状況

57.7%19.9%

1.2% 6.8%
17,8173,242

14.4%
37,693

151,17652,293

自転車の楽しさや魅力を普及促進していく中で、自転車を安全・
安心にご利用できるよう交通安全啓発活動を実施しています。

自転車の練習を通じてお子様の成長をサポートするイベント
「キッズスクール」や、お子様向けの交通安全教室「セーフティ
スクール」でも、ヘルメットの正しい着用方法講習や自転車の
点検・整備など安全利用に関する啓発活動を行っています。
各種イベントへの参加依頼や警察からの協力依頼も増加し、
自転車の安全利用意識に対する高まりが感じられます。
自転車は誰でも手軽に楽しめる素晴らしい乗り物である反面、
正しい利用を心がけなければお子様でも交通事故の加害者や
被害者になる可能性があります。私たちは悲しい自転車事故を
少しでも減らせるよう、交通安全教育活動を展開してまいります。

自転車の安全利用啓発活動の
取組みについて

（詳細は【イベント ＞ キッズスクール】をご参照ください。）

店舗や各地イベントのキッズスクール情報はこちらから

WEBサイト
https://www.cb-asahi.co.jp/lp/contents/events/kids/training/

「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクト
優良企業に認定

（2024年8月20日時点）
株主等の状況

当社は、自転車通勤を積極
的に推進する企業のなかで
特に優れた取組みを実施して
いる企業として国土交通省の
令和6年度「自転車通勤推進
企業」宣言プロジェクトにおいて、「優良企業」に認定されました。
今後も自転車通勤をはじめとして、自転車に乗るすべての
方が豊かな自転車ライフを送れるよう取組みを続けてまいり
ます。
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